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柯
慶
明
さ
ん
の
思
い
出

川
合
康
三

日
本
京
都
大
學
名
譽
教
授

初
め
て
識
っ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
の
秋
、
わ
た
し
が
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
燕
京
にvisiting scholar

と

し
て
滞
在
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。
彼
も
夫
人
の
張
淑
香
さ
ん
、
子
息
の
小
馬
と
と
も
にBoston

に
来
て
い

た
。
実
は
柯
さ
ん
よ
り
も
先
に
、
当
時
小
学
生
だ
っ
た
小
馬
の
ほ
う
を
識
っ
た
。
旧
知
の
ア
メ
リ
カ
人
の
お

宅
を
訪
れ
て
い
た
時
、
彼
の
子
供
の
友
達
だ
っ
た
小
馬
が
遊
び
に
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
臺
湾
学
者
の
子
供

さ
ん
だ
と
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
で
柯
さ
ん
と
会
っ
た
時
、
い
き
な
り
、
中
国
の
古
典
文
学
を
語
り
合
う
集
ま
り
を
持
と
う

と
提
案
さ
れ
た
。
韓
国
の
鄭
在
書
さ
ん
も
誘
っ
て
三
人
、
毎
週
月
曜
日
の
お
昼
に
食
事
を
と
も
に
し
な
が

ら
、
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
に
は
柯
さ
ん
が
座
の
中
心

と
な
っ
て
大
い
に
語
っ
た
の
だ
が
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
中
国
文
学
の
み
な
ら
ず
、
西
欧
の
文

学
、
文
化
に
も
及
ぶ
博
識
ぶ
り
に
圧
倒
さ
れ
た
。
一
年
の
滞
在
の
な
か
で
、
そ
れ
は
わ
た
し
が
最
も
刺
激
を

与
え
ら
れ
た
時
間
だ
っ
た
。
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そ
の
後
、
わ
た
し
は
た
び
た
び
臺
湾
の
学
会
に
参
加
し
た
が
、
訪
臺
の
た
び
に
彼
と
会
わ
な
い
こ
と

は
な
か
っ
た
。
彼
の
ほ
う
も
京
都
大
学
招
聘
教
授
と
し
て
、
京
都
に
一
年
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

二
○
一
二
年
春
に
京
都
大
学
を
退
い
た
わ
た
し
は
、
そ
の
夏
か
ら
臺
湾
大
学
の
客
員
教
授
と
し
て
勤

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
招
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
柯
さ
ん
で
あ
る
。
下
手
な
中
国
語
で
一
年
間
授
業
を
す

る
と
い
う
の
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
大
変
な
負
担
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
一
緒
に

講
席
に
連
な
っ
て
く
れ
た
柯
さ
ん
と
日
文
科
の
朱
秋
而
さ
ん
で
あ
る
。
朱
さ
ん
は
わ
た
し
の
中
国
語
が
つ
か

え
る
た
び
に
橫
か
ら
に
助
け
て
く
れ
、
一
回
も
休
む
こ
と
な
く
出
席
し
て
く
れ
た
。
柯
さ
ん
は
一
回
だ
け
欠

席
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
が
胃
潰
瘍
で
入
院
し
た
た
め
だ
。
な
ん
と
か
一
年
の
業
を
ま
っ
と
う
で
き
た
の
は
、

お
二
人
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
感
謝
の
思
い
は
深
く
わ
た
し
の
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

柯
さ
ん
と
わ
た
し
と
は
文
学
に
対
す
る
基
本
的
な
態
度
が
近
い
の
だ
が
、
し
か
し
授
業
の
な
か
で
、

彼
は
し
ば
し
ば
故
意
に
わ
た
し
に
反
対
す
る
意
見
を
提
起
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
わ
た
し
が
「
我
不
同
意
」

と
応
え
る
と
、
受
講
し
て
い
た
学
生
た
ち
は
論
争
が
始
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
喜
ぶ
の
が
わ
か
っ
た
。
彼
は

そ
う
し
て
授
業
を
盛
り
立
て
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で
授
業
は
一
方
的
な
講
義
に
陥
る
こ
と
な

く
、
議
論
の
湧
き
立
つ
生
き
生
き
と
し
た
場
と
な
っ
た
。

授
業
の
あ
と
で
は
毎
回
一
緒
に
、
臺
湾
文
学
研
究
所
の
地
下
の
食
堂
で
昼
食
を
と
っ
た
。
毎
週
交
互
に

支
払
う
こ
と
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
先
週
は
ど
ち
ら
が
払
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
す
る
と
食

堂
の
お
ば
さ
ん
が
「
こ
の
前
は
あ
ん
た
が
払
っ
た
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
も
、
愉
快
な
思
い
出
で
あ
る
。



永遠的輝光―柯慶明教授追思紀念集　056

＊

わ
た
し
は
時
々
、
こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
―
―
も
し
世
界
中
の
人
た
ち
が
の
こ
ら
ず
自
分
に
対
立
し
、

自
分
を
否
定
し
た
時
、
ど
ん
な
事
情
が
あ
ろ
う
と
最
後
ま
で
自
分
の
側
に
立
っ
て
く
れ
る
人
は
誰
だ
ろ
う

か
、
と
。
そ
う
考
え
る
と
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
柯
さ
ん
だ
っ
た
。
彼
は
周
囲
の
状
況
が
ど
う
で
あ

ろ
う
と
、
わ
た
し
を
支
持
し
て
く
れ
る
、
わ
た
し
の
唯
一
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
、
そ
う
信
じ
て
い
た
。

そ
ん
な
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
友
人
を
失
っ
た
こ
と
は
、
わ
た
し
の
人
生
の
一
部
を
奪
わ
れ
た
よ
う
な

喪
失
感
を
覚
え
る
。

人
と
人
と
の
関
係
と
い
う
も
の
は
、
た
と
え
家
族
で
あ
れ
師
友
で
あ
れ
、
時
に
は
気
ま
ず
い
関
係
に

な
る
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
。
し
か
し
三
十
年
を
越
え
る
彼
と
の
交
遊
を
思
い
起
こ
し
て
み
て
も
、
そ
う
い
う

不
愉
快
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
こ
れ
は
稀
有
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
彼
が
人

を
包
み
込
む
大
き
な
度
量
を
も
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う
。

＊

今
年
の
四
月
一
日
の
夕
方
、
東
京
の
電
車
の
な
か
で
趙
偵
宇
さ
ん
か
ら
電
話
を
受
け
た
。
趙
さ
ん
と

い
う
非
凡
な
人
物
を
識
っ
た
の
も
、
臺
湾
滞
在
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
恩
恵
の
一
つ
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
電

話
を
切
っ
た
あ
と
、
ホ
ー
ム
に
降
り
て
掛
け
直
し
た
電
話
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
思
い
が
け
な
い
悲
報
だ
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っ
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
の
こ
と
で
、
周
囲
の
現
実
感
が
消
え
、
駅
の
雑
踏
の
な
か
に
茫
然
と
立
ち
つ
く
す

ほ
か
な
か
っ
た
。

柯
さ
ん
か
ら
た
び
た
び
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
―
―
ご
母
堂
が
若
い
日
に
東
京
に
留
学
し
て
い
た
時
、

寄
宿
先
の
日
本
人
夫
妻
か
ら
実
の
む
す
め
の
よ
う
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
と
。
柯
さ
ん
は
誰
に
対
し
て
も
温
容

を
も
っ
て
接
し
た
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
わ
た
し
が
受
け
た
恩
顧
は
も
し
か
し
た
ら
、
ご
母
堂
が
日
本
人
か
ら

受
け
た
恩
に
報
い
よ
う
と
す
る
思
い
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
し
た
ら
、
人
に
対
す
る
温

か
な
思
い
は
国
を
超
え
時
代
を
超
え
て
続
い
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
柯
さ
ん
か
ら
受
け
た
温
情
を
、
わ
た
し

も
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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︻
中
譯
版
︼

那
些
關
於
柯
慶
明
教
授
的
回
憶

趙
偵
宇　

譯

京
都
大
學
文
學
研
究
科
博
士
課
程

一
九
八
八
年
秋
天
，
我
在
哈
佛
燕
京
學
院
擔
任
訪
問
學
者
時
，
認
識
了
柯
慶
明
教
授
。
那
時
，
他
與

夫
人
張
淑
香
教
授
、
兒
子
小
馬
一
同
來
到
了
波
士
頓
。
不
過
其
實
，
在
認
識
柯
老
師
之
前
，
我
已
經
先
見
過

了
當
時
還
是
小
學
生
的
小
馬
。
有
一
回
我
去
拜
訪
美
國
友
人
的
家
，
友
人
兒
子
的
朋
友
小
馬
，
也
剛
好
來
到

他
家
玩
。
友
人
便
跟
我
介
紹
：
﹁
那
是
臺
灣
學
者
的
兒
子
﹂
。

後
來
，
跟
柯
老
師
見
面
的
時
候
他
突
然
提
案
，
說
我
們
來
辦
個
中
國
古
典
文
學
的
討
論
會
吧
。
於
是
，

又
再
邀
上
韓
國
的
鄭
在
書
教
授
，
一
行
三
人
，
便
於
每
週
一
的
中
午
，
一
邊
吃
飯
，
一
邊
分
享
自
己
的
研
究

主
題
。
不
過
實
際
上
我
們
的
討
論
都
是
以
柯
老
師
為
中
心
展
開
，
他
每
每
旁
徵
博
引
，
話
題
從
古
代
跨
越
到

現
代
的
中
國
文
學
，
甚
至
涉
及
到
西
歐
的
文
學
與
文
化
。
如
此
博
學
的
他
，
實
在
讓
我
們
佩
服
不
已
。
對
我

來
說
，
在
那
一
年
的
訪
學
當
中
，
那
些
討
論
，
正
是
最
有
收
穫
的
時
光
。

在
那
之
後
，
我
時
常
會
去
臺
灣
參
加
研
討
會
，
每
次
訪
臺
，
無
不
跟
他
見
面
。
而
他
也
曾
經
以
京
都

大
學
招
聘
教
授
的
身
分
，
在
京
都
待
過
一
年
。
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二○

一
二
年
春
天
，
我
自
京
都
大
學
退
休
，
同
年
夏
天
，
成
為
了
臺
灣
大
學
的
客
座
教
授
。
負
責
招

聘
我
的
，
也
正
是
柯
老
師
。
對
我
來
說
，
要
我
用
不
甚
流
利
的
中
文
進
行
授
課
，
實
在
是
一
件
沈
重
的
負

擔
。
幸
好
授
課
時
，
還
有
柯
老
師
跟
日
文
系
的
朱
秋
而
老
師
同
席
，
實
在
給
了
我
很
大
的
幫
助
。
我
在
用
中

文
上
課
的
時
候
，
朱
總
是
在
一
旁
輔
助
說
明
，
一
堂
都
沒
有
缺
席
。
柯
雖
然
缺
席
了
一
次
，
但
那
次
是
因
為

他
因
胃
潰
瘍
而
住
進
了
醫
院
。
我
那
時
能
夠
勉
力
上
完
一
學
年
的
課
，
都
是
靠
這
二
位
的
幫
忙
，
感
激
之

情
，
一
直
銘
記
在
心
。

柯
老
師
與
我
在
文
學
上
的
立
場
相
近
，
但
他
經
常
在
課
堂
上
刻
意
提
出
跟
我
相
反
的
意
見
。
對
此
，

我
也
會
回
答
﹁
我
不
同
意
﹂
，
並
欣
喜
地
期
待
能
夠
藉
此
引
起
修
課
學
生
們
的
討
論
。
他
總
是
像
這
樣
幫
忙

炒
熱
課
堂
氣
氛
。
多
虧
了
他
，
那
堂
課
才
不
致
於
變
成
單
方
面
的
講
授
，
而
成
為
了
眾
人
能
夠
一
同
熱
烈
議

論
的
所
在
。

在
每
週
課
堂
結
束
之
後
，
我
都
會
與
他
去
臺
灣
文
學
研
究
所
地
下
室
的
食
堂
吃
飯
。
雖
然
我
們
總
是

輪
流
請
客
，
但
時
常
會
忘
記
上
週
究
竟
是
誰
付
的
錢
；
見
此
，
食
堂
的
歐
巴
桑
就
會
說
：
﹁
上
次
是
你
付
的

啦
﹂
，
也
是
一
段
令
人
感
到
愉
快
的
回
憶
。

＊

我
經
常
會
這
麼
想―

―

若
是
有
一
天
，
這
世
上
所
有
人
都
與
我
對
立
、
否
定
我
的
存
在
，
那
麼
究
竟

有
誰
會
不
離
不
棄
地
站
在
我
這
邊
呢
？
每
當
想
起
這
個
問
題
，
最
先
浮
現
的
答
案
總
是
柯
老
師
。
我
深
信
，
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他
無
論
在
什
麼
樣
的
情
況
之
下
，
都
會
支
持
我
，
願
意
當
我
唯
一
的
伙
伴
。
我
所
失
去
的
便
是
這
麼
一
位
與

我
有
著
如
此
深
厚
羈
絆
的
友
人
，
他
的
離
開
，
就
好
像
我
人
生
的
一
部
分
被
無
情
奪
走
一
般
。

人
與
人
之
間
，
無
論
是
家
人
或
是
師
友
，
有
時
候
仍
難
免
會
有
所
齟
齬
。
然
而
回
想
起
我
與
他
這
三

十
年
來
的
交
遊
，
我
們
之
間
卻
沒
有
過
任
何
一
次
不
愉
快
的
回
憶
。
這
難
道
不
是
非
常
罕
見
的
嗎
？
若
是
沒

有
他
那
容
人
的
大
度
則
不
能
如
此
。

＊

今
年
四
月
一
號
的
傍
晚
，
在
東
京
搭
著
電
車
的
我
接
到
了
來
自
趙
偵
宇
同
學
的
電
話
。
會
認
識
趙
同

學
這
麼
一
位
特
別
傑
出
的
的
年
輕
人
，
也
是
那
次
旅
居
臺
灣
的
機
緣
所
帶
來
的
恩
惠
之
一
。
我
掛
斷
電
話
之

後
走
出
電
車
，
在
月
臺
上
又
回
撥
了
給
他
。
話
筒
另
一
端
傳
來
的
是
令
人
措
手
不
及
的
悲
痛
消
息
。
由
於
那

消
息
來
得
太
過
突
然
，
周
圍
的
一
切
彷
彿
都
失
去
了
現
實
感
，
車
站
熙
來
攘
往
，
我
只
能
悵
然
若
失
地
佇
立

在
人
群
之
間
。

我
以
前
常
聽
柯
老
師
說
他
的
母
親
在
年
輕
的
時
候
留
學
東
京
，
那
時
寄
宿
在
一
對
日
本
人
夫
妻
的
家

中
，
他
們
疼
她
，
如
疼
自
己
女
兒
般
的
往
事
。
柯
老
師
無
論
對
誰
總
是
親
切
以
待
，
我
也
多
受
其
恩
惠
，
或

許
他
是
想
將
母
親
當
年
所
受
的
恩
情
回
報
給
日
本
人
也
說
不
定
。
若
是
如
此
，
那
麼
這
段
善
緣
就
跨
越
了
國

境
，
也
跨
越
了
時
代
。
因
此
我
想
，
將
從
柯
老
師
手
上
獲
得
的
恩
情
繼
續
傳
給
下
一
代
，
便
是
我
今
後
不
得

不
為
的
使
命
。
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